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第5回理事会を開催 ～平成30年度事業進捗報告等を審議

平成30年度第5回理事会が2月22日(金)に東京都豊島区「IKE・Biz（旧勤労福祉会館）」

において行なわれた。

会議では、平成30年度事業進捗報告並びに収支決算見込みをはじめとする4議案につい

て審議され、全議案について承認・可決された。以下、概要を報告する。

時間の関係で1号議案に先がけ、第3号議案2より審議に入った。

第3号 平成30年度事業計画（案）の件

2．第51回全国大会（函館）事業計画・予算（案）の件について(進捗報告)

平成31年度(2019年)第52回全国大会（福島）の開催について関係資料に基づき、福

島県肢連の七宮会長より説明が行われた。参加規模は370名を予定しており参加費は一般

参加者が3,000円、障害者が1,000円と報告された。また、大会参加人数を事前に把握

するためアンケートを行うこととした。最寄り駅の電車が1時間に1本しかないこと、車

いす利用者は橋を渡ることが難しいかもしれないとの報告があった。その他、情報交換会

や宿泊ホテルの案内などは、福島県手をつなぐ親の会連合会実行委員会が調整を行い、5

月18日の総会までに取りまとめていくことで了承された。

第1号 第51回全国大会（函館）終了報告の件

議長より、第51回全国大会（函館）が終了したと報告がされた。

782名のうち資料参加者は138名。1月に各都道府県肢連に報告書を発送したと報告さ

れた。

本議案については全員異議なくこれを承認し、5月18日に開催される全肢連平成31年

度(2019年)通常総会に報告することが了承された。

https://www.facebook.com/ZENSHIREN
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第2号 平成30年度事業進捗報告並びに収支決算見込みの件

関係資料に基づき平成30年度事業進捗状況として4つの事業について進捗が報告され

た。

①肢体不自由児者が地域で普通に暮らすことができる環境をつくる事業

全国大会・ブロック大会の開催、理事会、常任委員会等の開催が報告されるととも

に、厚労省等の検討会などへの参画、関係団体との連携が報告された。

②肢体不自由児者福祉に関する社会的啓発事業

機関誌、広報誌、指導誌等の発行、並びに日々の事業に関しては「響」やFacebo

okへ掲載していることが報告された。

また、「ふれあいの輪を広げるキャンペーン」の一環として開催しているグラフィ

ックアート・コンテストの開催と優秀作品の公表について報告された。

③支部父母の会育成強化に関する知識の普及と助成事業

さわやかレクリエーション事業、療育キャンプ、地域指導者育成セミナー、国際交

流事業、アステラス製薬車いす送迎車贈呈等の実施が報告された。

④肢体不自由児者と家族の生活の質を高める事業

チャリティ・パーティー、エフ･ヴィ･コーポレーションとのコラボレーション事業、

ハンドアーチェリー普及事業等の実施が報告された。

収支決算見込みについては、平成31年3月末の預金通帳の記帳後にならないと正確

な数字は出せないことから、次回理事会までに整理すると報告された。

また、手数料収入が500万円程度増える予定と報告された。

本議案については全員異議なくこれを承認した。

第3号 平成31年度(2019年)事業計画（案）の件

議長の指示により、事務局より関係資料に基づき平成31年度(2019年)事業計画(案)に

ついて、継続して4つの事業を柱に実施することが説明された。

①肢体不自由児者が地域で普通に暮らすことができる環境をつくる事業

全国大会・ブロック大会の開催、理事会、常任委員会等を開催するとともに、厚労

省等の検討会などへの参画、関係団体との連携を図る旨報告された。

②肢体不自由児者福祉に関する社会的啓発事業

機関誌、広報誌、指導誌等の発行について説明され、「わ」については平成31年度

(2019年)も日本コカ・コーラ㈱から支援をいただけることが報告された。しかし、

支援いただける具体的な内容は未定であり、3月中に決定する旨説明がされた。また、

「いずみ」「療育ハンドブック」はＪＫＡ補助事業であり、現在申請中のため発行に

ついては未定である旨報告された。

なお、ＪＫＡからの内示は新年度の4月中旬になる旨報告された。

③父母の会育成強化に関する知識の普及と助成事業

平成31年度(2019年)もコカ・コーラボトラーズジャパン㈱から支援をうけ、さわ

やかレクリエーションが行われることは決定しているがテーマについては見直しをす
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る予定であることが報告された。

ＪＫＡ補助事業「地域指導者育成セミナー」は、災害時の住まいについてテーマを

申請している旨が報告された。

④肢体不自由児者と家族の生活の質を高める事業

韓国脳性麻痺福祉会との交流を毎年行っているが、参加方法(例:周年事業のみの参

加)を含めて検討する。また「飛んでる仲間」、「ばりたび」、「CPサッカー」も主旨を

含めて検討する旨報告された。

第4号 その他の議案について

事務局より下記の3つの項目について報告がされた。

①事務所移転の件

平成31年3月１日付けで東京都豊島区西池袋4-3-12から東京都豊島区東池袋1-3

6-7 アルテール池袋709号へ移転することが報告された。

②新職員入職の件

平成31年4月1日付けで新職員が入職すると報告された。

③旅費規程の件

当面の課題である「旅費規程の改正」について説明があり、次回理事会までに(案)

を整理すると報告された。

・その他

次回理事会を4月11日午前11時より、東京在宅サービスにて行うこととした。

次回は、各議案の進め方をあらかじめ決めて進めていただきたいとの意見があった。

※参考として、平成31年度(2019年)第2回理事会は福島で9月14日（土）10～12時

に行われることが決定した。

本議案については全員異議なくこれを承認した。
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第93回社会保障審議会障害者部会開催される

2月22日(金)東京都千代田区ベルサール飯田橋駅前にて第93回社会保障審議会障害者部
会が開催された。障害保健福祉施策の動向について討議が行われた。以下、概要について
一部抜粋して報告する。

◆障害者による文化芸術活動の推進に関する国の基本的な計画(案)について

「障害者文化芸術活動推進基本計画（案）」の概要
本計画の位置付け

・「障害者による文化芸術活動の推進に関する法律（平成30年法律第47号）」（以下「障

害者文化芸術推進法」という。）第７条に基づき、障害者基本法及び文化芸術基本法の

理念や方針を踏まえ策定

・障害者による文化芸術活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るものと

する

障害者による文化芸術活動推進に当たっての意義と課題

障害者による文化芸術活動の推進は、現在生じている文化芸術活動への参加や創造にお

ける物理的・心理的障壁を取り除き、誰もが多様な選択肢を持ち得る社会を構築するため

のものであり、文化芸術活動全般の推進や向上に貢献し、我が国に新しい価値の提案をも

たらすと同時に、共生社会の実現に寄与する

基本的な方針

○障害者文化芸術推進法の定める３つの基本理念を基本的な視点とし、具体的な施策に取

り組む

＜視点１＞障害者による文化芸術活動の幅広い促進

芸術家を目指す人から日常の楽しみとして行う人まで、いかなる障害者でも、地域の様

々な場で幼少期から生涯にわたり、多様な文化芸術活動に全国津々浦々で参加できること

が重要

＜視点２＞障害者による芸術上価値が高い作品等の創造に対する支援の強化

新たな価値観や文化創造に寄与する作品・活動も多く生まれており、文化芸術が有する

多様な価値を幅広く考慮し、その評価のあり方を固定せずに議論を続けていくことが重要

＜視点３＞地域における、障害者の作品等の発表、交流の促進による、心豊かに暮らすこ
とのできる住みよい地域社会の実現

地域の様々な領域で、多様な主体が円滑に活動できる環境や関係者の連携体制を整備し、

地域に新たな活力を生み出し、障害への理解を深め、誰もがお互いを尊重し合う豊かな地

域社会を構築することが重要

施策の方向性

○障害者基本計画及び文化芸術推進基本計画の計画期間を踏まえ、平成31〜34年度を対

象期間とする

（１）鑑賞の機会の拡大

・障害特性に応じた利用しやすい環境整備の推進

・適切な対応ができる人材の育成

・地域における鑑賞機会の創出 等

（２）創造の機会の拡大

・創造活動の場の創出・確保

・多様な創造活動の場における環境・内容の充実

・創造活動の場と障害者をつなぐ人材の育成 等

（３）作品等の発表の機会の確保

・発表の場の創出・充実

・海外への発信 等

（４）芸術上価値が高い作品等の評価等
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・作品や活動等の情報収集・発信と環境整備

・作品や活動に対する保存等の取組 等

（５）権利保護の推進

・作品等に関わる様々な諸権利の普及啓発

・自らの意思表示に困難を伴う障害者への配慮

・研修、相談などの環境整備等 等

（６）芸術上価値が高い作品等の販売等に係る支援

・企業等における環境整備や販路開拓の促進

・地域における相談支援体制の促進 等

（７）⽂化芸術活動を通じた交流の促進
・地域、国内外など幅広い交流の促進

・文化、福祉、教育等の各分野の連携・交流 等

（８）相談体制の整備等

・地域における相談や支援体制の全国的な整備 等

（９）人材の育成等

・障害者による文化活動を理解し支援等を行うための人材の育成・教育 等

（10）情報の収集等

・障害者による文化芸術活動の調査研究

・国内外における情報収集・発信の促進 等

（11）関係者の連携協力
・身近な地域におけるネットワークの整備

・各地域を結んだ広域的な連携の推進 等

基本計画は、文化芸術活動を通じて障害者の個性と能力が発揮され、社会参加が促進さ

れることを目的とし、障害の有無にかかわらず、全ての国民が文化芸術を創造し又は享受

する環境を整備すること、多様な人々がお互いを尊重し合いながら、文化芸術活動に関わ

る社会を構築することを目指している。

文化芸術活動においては、障害の有無はかかわりないと捉えつつも、現状では障害があ

ることにより文化芸術活動に困難が生じているため、基本計画では、これらにかかる課題

を解消するための第一歩となる当面の目標を示した。今後、さらに実態把握について調査

研究等を進め、より具体的な目標やその達成時期等について検討を行っていく。

基本計画に基づき取組を推進していく際には、文化、福祉、教育等の分野を越えた協力

が必要となるため、各省庁及び地方公共団体との連携や情報共有を継続し、民間や現場の

関係者とも意見交換を行いながら、施策の実行及び検証を行うとともに、新たな課題や視

点にも柔軟に対応することが必要である。なお、これらの施策を推進するに当たっては、

必要な財源の確保に努める。

また、地方公共団体においても、障害者の文化芸術活動の取組を促進する際には、組織

内の各部局の枠を越えて取り組むことが重要である。

基本計画の対象期間には、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会が開催さ

れ、それに伴う文化プログラムの実施により、障害者がより一層活躍の場を広げることと

思われる。大会終了後には、大会を契機とした活動基盤や活動体制が、レガシーとして全

国各地に根づき、障害者による文化芸術活動が引き続き、振興されていくことが期待され

ている。

今後も、障害者による文化芸術活動が、社会や文化芸術活動全般に新たな視点や活力を

もたらし、全ての国民が相互に尊重し合いながら共生する社会の実現に向けて、文化芸術

推進基本計画及び障害者基本計画や障害者文化芸術推進法に基づく地方公共団体の策定す

る計画等とも連動しながら、基本計画の目的を達成していく必要がある。

▽詳しくはこちら▽

https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000195428_00010.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000195428_00010.html
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2019年度障害福祉サービス等報酬改定の概要

2019年度障害福祉サービス等報酬改定について、平成31年２月15日（金）開催の「障

害福祉サービス等報酬改定検討チーム（第５回）」において、これまでの議論を踏まえ、

以下のとおり概要が取りまとめられた。

▽2019年度障害福祉サービス等報酬改定における主な改定内容▽

https://www.mhlw.go.jp/content/12201000/000479232.pdf

▽2019年度障害福祉サービス等報酬改定の概要▽

https://www.mhlw.go.jp/content/12201000/000479228.pdf

▽障害福祉サービス費等の報酬算定構造▽

https://www.mhlw.go.jp/content/12201000/000479230.pdf

★さわやかレクリエーション ～平成30年度実施報告～

2019年度もコカ・コーラシステム様のご支援による「さわやかレクリエーション」へ

の助成内定を受け申請受付を開始しました。

（※詳細については各県肢連宛の関係書類を参照ください）

申請の際の参考資料として、平成30年度に各地で実施された内容の一覧を記載します。

県名 種別 事業名 参加人数

北海道 ② バーベキュー交流会 19

② バーベキュー交流会とハンドアーチェリー 104

② クリスマスの集い（寸劇とハンドアーチェリーを楽しもう） 32

秋田 ② 味覚とスポーツの秋を満喫する一日「父母の会お楽しみ会」 27

岩手 ② 防災・避難訓練 33

山形 ② クリスマス会 71

宮城 ② 工場見学の旅 26

宮城 ① ぐららを体験 地域と防災訓練 54

福島 ② 親と子でパークゴルフをし流しソーメンを食べる会 17

② ぶどう狩り体験と自立に向けての宿泊訓練 20

② 日帰りバス旅行 31

② スポーツ交流会 30

② 親の会 秋季研修会 25

② 親と子のクリスマス会 26

② 地域住民とのレクリエーション 35

栃木 ② 障がい児者・親との一泊レクリエーション 19

茨城 ① ハンドアーチェリー＆卓球バレー体験会 62

② ソーセージ作り体験事業 12

② 絆を深めるレクリエーション「みんなと楽しくなかまつくり」 51

② クリスマス会 50

千葉 ① みんなでパラスポーツを体験しよう！ 130

② 第2回電動車椅子サッカー交流大会ｉｎちば 648

② ふれあいコンサート 94

https://www.mhlw.go.jp/content/12201000/000479232.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12201000/000479228.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12201000/000479230.pdf
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東京 ② 社会参加への宿泊訓練 26

② バス旅行(日帰り) 37

② 真夏のお楽しみハワイアンランチ 25

① ハンドアーチェリーってなぁに？やってみよう！ 215

② 夏季バスハイク 55

① 災害対策ワークショップ「防災とトイレ」 26

① 第5回障害当事者と共に考える地域防災のすすめ 47

② 親子と介助ボランティアによる一泊研修旅行 29

① ハンドアーチェリーを体験しよう！ 230

② クリスマス会とクリスマスプレゼント配送 63

神奈川 ② 第3回関東さわやかボッチャ大会 200

② 日帰りバス旅行「桃狩り」 39

② 機能回復と親睦のレクリエーション 29

② ハンドアーチェリーでの交流活動 280

② みかん狩り 31

山梨 ② 夏の野外療育訓練 26

② 父母の会親睦の芦ノ湖海賊船に乗るバス旅行 20

長野 ② 新幹線に乗ってパンダを見に行こう 12

② サンタさんと楽しいクリスマス会 54

新潟 ② 佐渡体験交流会 48

石川 ① めざせ2020オリパラ！ボッチャ交流会 40

② わくわく ふわふわ パン作り 31

② みんなで楽しくダンス＆ミュージック 63

② からーずのクリスマス 22

岐阜 ② 父母の会土岐支部のクリスマス会 57

静岡 ② 訓練会＆クリスマス 75

② 会員・ボランティアとのクリスマス会 36

愛知 ① 西尾張「ブロック合同大運動会」 296

② 西尾張ブロック連協 野外療育キャンプ 63

① 西三河「防災・減災知識の習得」療育キャンプ 54

① 東三河「防災・減災知識の習得」療育キャンプ 76

② ホースセラピー 56

① わいわいカーニバル(スポーツフェスティバル) 263

② 東三河難病ネットクリスマス会 77

三重 ② 体験学習交流会（日帰りバス旅行） 51

② 松阪市肢体不自由児者父母の会60周年記念事業 120

滋賀 ① 第8回かいつぶり大運動会 126

② 大道芸鑑賞会 141

京都 ② 京都市父母の会日帰りレクリエーション 81

奈良 ② どんな準備が必要、何から始めたらいいの 118

② 親子のつどい 84

① ボッチャを体験しよう 24

大阪 ② 親・家族交流会「梅田呉服座」観劇 68

② 歴史を知り、自然とふれ、リフレッシュ 13

大阪 ② さわやかレクリエーション 22

② ラ・ラ・ラ クラブ 42

和歌山 ② 平成30年度 障害児者親子の集い 548

兵庫 ② ルミナリエ鑑賞 303

鳥取 ① 交流の拠点づくり「第22回夕涼み会」 500

岡山 ② みんなで手作り 料理教室 13
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② ふれあい体験バス旅行 102

島根 ② 会員、家族、ボランティアの交流会 74

広島 ② Ｌｅｔ's go 東京ディズニー 18

② 会員交流（日帰り旅行） 69

② 広島市父母の会バスハイク 34

② 西区父母の会クリスマス会 60

山口 ② クリスマス会(会員親睦会） 39

香川 ① いざという時のために2018 36

① Life is Magic. 音楽と芸術の集い 227

② 本人部会 交流と施設見学 10

徳島 ① 音楽を通じた地域交流と社会参加 100

① 地域福祉イベント「バリフリＢＯＸ2018」 830

愛媛 ② 松山肢体不自由児・者父母の会 クリスマス会 57

福岡 ② 学生ボランティアグループ「ワーク」との交流 22

佐賀 ② さわやかキャンプ 82

長崎 ② 長崎心理療育キャンプ 84

大分 ② ボウリング大会 30

② 懇談会と講演会(クリスマス会) 39

② 第41回在宅肢体不自由児者を励ます集い 20

熊本 ② 親子親睦会（水前寺成趣園を散策して食事会） 59

宮崎 ② 親睦会「イルカを見て、触って、癒されて！」 27

鹿児島 ② 姿勢ケア集中訓練とレクリエーション(ボウリング) 75

沖縄 ① 災害への備え「逃げるバリアフリー」 28

② ハンドアーチェリー＆バーベキュー 38

② シーカヤック体験 157

① スポーツ・レクリエーション教室 56

事務局より

①2019年度全肢連通常総会（全国会長・事務局長会議）出欠の回答について。

3月11日発の回答用紙にご記入の上、4月10日(水)までにご提出ください。

②2019年度さわやかﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ事業実施予定の聞取り及び計画書提出について。

＜申請希望の有無について＞

3月27日(水)までにFAXにて回答下さい。なお、実施を希望しない場合もその旨回答

下さい。

＜実施計画書の提出について＞

原本が4月22日(月)必着となっております。締切日以降は受付不可となっております

のでご注意ください。

※各締切日にご注意ください。詳しくは全肢連事務局まで問い合せ願います。


